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研究要旨 

わが国における高齢者のビタミン E 体内動態を知ることを目的として，72.7 ± 2.9 歳の高齢

者 47 名を対象とし，1 日尿中のトコフェロール代謝産物排泄量を測定した．α‐トコフェロ

－ル尿中代謝物である 2,5,7,8‐テトラメチル‐2(2'‐カルボキシエチル)‐6‐ヒドロキシク

ロマン (α-CEHC) の 24時間尿中排泄量の平均 ± 標準偏差は 0.74 ± 0.59 μmol/dayであり，γ‐

トコフェロ－ルの尿中代謝物である 2,7,8‐トリメチル‐2(2'‐カルボキシエチル)‐6‐ヒド

ロキシクロマン (γ-CEHC) の尿中排泄量は 4.14 ± 2.64 μmol/day であった．これらの値は，若

年成人男性と同じレベルであった．尿中排泄量の値から判断すれば，加齢に伴う吸収や利用

の低下はビタミン E に関しては考慮する必要のないことが推察された． 

 



A. 目的 

老化に伴い活性酸素が増加することが多

くの研究により報告されている．酸化ストレ

スから生体を防御する抗酸化物質の一つと

して，ビタミンEの重要性が指摘されている．

しかしながら，加齢に伴いビタミンの吸収や

利用が低下する，というような報告はない．

このことより，日本人の食事摂取基準 (2005

年度版) においては，高齢者も成人と同様に

平成 13 年国民健康・栄養調査 1)の中央値より

目安量を算出しており，付加量などは設けら

れていない 2)．また，高齢者の尿中のトコフ

ェロール代謝産物を測定したという報告は

まだない．そこで，本研究では，高齢者を対

象とし，尿中のトコフェロール代謝産物を測

定し，その体内動態を検討した． 

 

B. 方法 

1. 調査対象 

滋賀県立大学倫理委員会の承認を得た上

で，本研究の主旨について説明を行い，同意

の得られた者を対象とした．対象者 47 人，

平均年齢±標準偏差は 72.7 ± 2.9 歳であり，

高齢ではあるが、食事摂取に問題はなく，自

立した生活を行える集団であった． 

2. 尿採取 

調査日の起床直後の尿は捨て，第 2 回目の

尿から翌日起床直後の第 1 回目の尿までを遮

光ボトルに集め 1 日尿とした．尿量を測定し

た後，分注し，分析まで-20℃で冷凍保存した． 

3. 分析 

尿中トコフェロール代謝物である 2,5,7,8‐

テ ト ラ メ チ ル ‐2(2'‐ カ ル ボ キ シ エ チ

ル)‐6‐ヒドロキシクロマン (α-CEHC) お

よび 2,7,8‐トリメチル‐2(2'‐カルボキシエ

チル )‐6‐ヒドロキシクロマン  (γ-CEHC) 

の測定は，Yoshikawa ら 3)，Lodge ら 4)，Stahl

ら 5)の方法を改変して行った．すなわち，尿

中の CEHC を β‐グルクロニダーゼ処理した

のち，エーテル抽出し，HPLC による分析に

供した．HPLC システムの分析条件について

は，下記に示す通りである． 

ポンプ ：LC-9A (島津製作所) 

オートインジェクター 

 ：AS-200 (島津製作所) 

カラム ：TSKgel ODS 80-TS  

(φ 4.6 × 250 mm) 

カラム温度 ：常温 

試料導入装置内温度 

 ：常温 

移動相 ：50 mM NaClO4・0.5 mM 

 EDTA-2Na・32.5%アセトニ 

 トリル・67.5％水 (pH 3.6) 

流速 ：1.0 ml/min 

検出器 ：ECD (SI-2 ; 資生堂社製) 

印加電圧 ：550 mV 

試料注入量 ：20 μl 

 

C. 結果および考察 

高齢者 47 名における 1 日尿中に排泄され

たトコフェロール代謝物の分布を図 1 に示し

た．尿中 α-CEHC 排泄量の平均 ± 標準偏差

は 0.74 ± 0.59 μmol/day，尿中 γ-CEHC 排泄量

は 4.14 ± 2.64 μmol/day であった． 

若年成人男性 (平均年齢 29.3 ± 3.4 歳) の

尿中には α-CEHC は約 0.75 μmol/day，γ-CEHC

は約 4 μmol/day排泄されることが報告されて

いる 3)．また，栄養素量が日本人の食事摂取

基準 (2005 年版) 2)に記載された推奨量にほ

ぼ等しい規定食を摂取した 19～55 歳の男性

10 名の 1 日尿には，α-CEHC は 0.73 ± 0.62 

μmol/day，γ-CEHC は 3.15 ± 1.50 μmol/day が



排泄された 6)．本研究で得られた高齢者の

α-CEHC の尿中排泄量は 0.74 μmol/day，

γ-CEHC では 4.14 μmol/day と，これまでに報

告された若年成人の値と比較して差異は認

められなかった．これらの尿中排泄量の値か

ら判断すれば，ビタミン E に関しては，加齢

に伴って吸収や利用は低下しない可能性が

考えられた． 

Swanson ら 7) は，食事から摂取した γ‐ト

コフェロールの約 50％が γ-CEHCとして尿中

に排泄されると報告している．この報告に従

うと，本研究において，高齢者の 1 日尿には

4.14 μmol/day の γ-CEHC が排泄されたことか

ら，約 8.3 μmol すなわち約 3.5 mg の γ‐トコ

フェロールを被験者は摂取したことになる．

しかし，今回は実際に食事から摂取されたビ

タミン E 量は分からなかったため，この値が

実際に摂取した量に近似していたかを比較

し，明らかにすることは出来なかった． 

以上より，本研究において，高齢者の尿中

トコフェロール代謝産物排泄量は健常な一

般成人と同レベルであることが示された．ビ

タミン E に関しては，加齢に伴って吸収や利

用が低下しない可能性が考えられた． 

 

D. 健康危機情報 

特記する情報なし 

 

E. 研究発表 

1. 発表論文 

  なし 
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図 1. 高齢者における尿中 α-CEHC 排泄量 (A) および尿中 γ-CEHC 排泄量 (B) の度数分布図 

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

1.
4

1.
6

1.
8

2.
0

2.
2

2.
4

2.
6

2.
8

3.
0

0

5

10

15
A

Urinary excretion of α-CEHC
 (μmol/day)

Fr
eq

ue
nc

y

0 2 4 6 8 10 12

0

5

10

15
B

Urinary excretion of γ-CEHC
 (μmol/day)

Fr
eq

ue
nc

y


